
住み続けたくなるまち「岐阜連携都市圏」を目指して

岐阜連携都市圏ビジョンを策定

■ 連携中枢都市圏形成の手続き

■ 岐阜連携都市圏ビジョンの概要

○ビジョンに定める連携事業
　岐阜連携都市圏ビジョンでは、
平成29年11月に締結した連携協
約に基づき、「圏域全体の経済成
長のけん引」、「高次の都市機能
の集積・強化」、「圏域全体の生
活関連機能サービスの向上」の３
つの分野から34の連携事業に取
り組みます。

岐阜連携都市圏形成までの歩み

○ 岐阜連携都市圏の目指すべき方向性と将来像
　岐阜連携都市圏は、清流長良川など豊かで美しい自然環境
に恵まれた地域でありながら、行政機関や文化・芸術・歴史
に関する公的機関、重篤な病気や休日・夜間にも対応できる
医療機関、高等学校や大学などの教育機関も充実しています。
さらに、岐阜駅から名古屋駅まで鉄道で約20分という近距離
に位置し、出掛けるうえにも便利で総合的な住環境の良さを
アピールできる自立性のある一体的な圏域を形成しています。
今後は、このような圏域の特徴を生かしながら、それぞれの
市町の個性を尊重した連携事業を進めていきます。
　岐阜連携都市圏ビジョンでは、圏域の目指すべき方向性を
以下のように定め、みんなの個性が輝き、住み続けたくなる
岐阜連携都市圏を形成していきます。

【岐阜県の要として、ひと・もの・活力が集まる圏域】
　名古屋圏という多くの人口を持つ市場と一大交通結節点の
活用を視野に入れながら、産業活性化や観光交流人口の増加
を目指し、岐阜県の要としてのポジションを確立します。

【教育、子育て、就労など、若い世代に魅力ある圏域】
　良好な生活環境、教育、子育て、就労環境などの長所をさ
らに高めていくことで若い世代に魅力ある圏域を目指してい
きます。

【快適、安心で暮らしの満足度が高い圏域】　
　高齢化や長寿化を想定した福祉や医療、健康への対応や、
人口減少時代に備えた土地利用や道路、公共交通、防災体制
の構築など、安心して暮らせる満足度の高い生活を守ります。

　岐阜市、山県市、瑞穂市、本巣市、岐南町、笠松町および北方町では、
国が平成26年度から進めている連携中枢都市圏制度を活用し、「岐阜
連携都市圏」を形成いたしました。
　この連携中枢都市圏制度とは、人口減少と少子高齢化が進行する中
で、相当の規模と中核性を備える地域の中心都市が、近隣市町と連携
して事業に取り組むことで人口減少を食い止め、活力ある社会経済を
維持するための圏域を形成することを目的とした取り組みです。

平成29年6月30日
岐阜市が

連携中枢都市宣言

平成29年11月2日
4市3町による
連携協約締結

平成29年11月～平成30年1月
ビジョン懇談会開催
パブリックコメント実施

平成30年3月29日
東海3県で初となる連携中枢都市圏を形成
岐阜連携都市圏ビジョン策定

岐阜県の要と
して、ひと・
もの・活力が
集まる圏域

教育、子育て、
就労など、若
い世代に魅力
ある圏域

快適、安心で
暮らしの満足
度が高い圏域

圏域全体の
経済成長のけん引

高次の都市機能の 
集積・強化

圏域全体の
生活関連機能
サービスの向上

岐阜連携都市圏の特徴

目指すべき方向性

将 来 像

恵まれた自然環境

岐阜連携都市圏ビジョンに定める34の連携事業のうち、主な取り組み

多様な地域の個性が輝き、住み続けたくなる
「岐阜連携都市圏」

機能の集積

教育機関の充実

医療の充実

名古屋都市圏と近接
総合的な住環境の良さ

•岐阜地域産学官連携交流会
•圏域企業等就職合同説明会　など

•市街地再開発事業の促進
•公共施設の洗い出しと利用状況の把握に向けた検討体制　など

•保育所の広域入所
•広域避難体制の整備・強化　など

企画財政課
　℡22-6825

岐阜市
北方町

笠松町

本巣市

瑞穂市

山県市

岐南町

岐阜県
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水と緑を大切に、活力ある山県市を目指して
協働のまちづくり活動補助金を活用してください!
協働して活力あるまちづくりを進めるため、市内で自主的に取り組まれるまちづくり活動を支援します。
� 企画財政課　℡22-6825

平成30年度山県市協働のまちづくり活動補助金を
� 活用した事業を募集します。

募集期間　5月1日（火）～5月31日（木）

▼補助内容　　補助対象事業費の5分の4以内　20万円まで

▼応募方法
　補助金（助成金）交付申請書などの必要書類を5月31日（木）ま
でに、企画財政課（市役所2階）へ提出してください。必要書類は
企画財政課で受け取るか、市HPからダウンロードしてください。

山県市企画財政課（市役所2階）
〒501-2192　山県市高木1000番地1
　℡ 22-6825　FAX 27-2075

趣 旨 協働して活力あるまちづくりを進めるため、市内で自主的に取り組まれるまちづくり活動
を支援します。

対 象 団 体

・市内に活動拠点を持ち、平成30年度内に山県市まちづくり基本条例の理念を具体化しよ
うとする活動を行うか、行う予定があること。

・組織の設置を、定款、会則その他これに準じるもので定めていること。
・年間の事業計画を有し、団体の収支が明確であること。

対象外の団体

・法令、条例などに違反する活動をしている団体
・公の秩序または善良の風俗を害する活動をしている団体
・宗教活動、政治的活動または営利活動を主な活動としている団体
・未成年者および市外在住者のみで構成された団体
・山県市が行う契約から暴力団排除に関する措置要綱（平成22年山県市訓令甲第13号）第3
条各号に掲げるもの

対 象 事 業

・対象団体の年間の事業計画において実施される事業
・自主的かつ公益的な事業
・新規性または拡充性のある先駆的事業
・単年度で実施する事業

対象外の事業

・事業の効果が特定の個人または団体のみに帰属する事業
・単に物品販売や営利のみを目的とし、公益性を欠く事業
・施設の建設または施設の維持管理を主たる目的とする事業
・先進地などの視察や各種会議への出席、交流にとどまる事業
・政治活動または宗教活動を行うことを目的とする事業
・その他補助することが適当でないと認められる事業

対象外経費
・対象団体の運営経費に相当する経費
・対象団体構成員に対する人件費、謝礼
・その他補助することが適当でないと認められる経費

協働のまちづくり活動補助金

広報やまがた　2018. 513



「
連
柿
の
郷
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
２
０
１
７
」

平
井
自
治
会（
2
回
目
）

補
助
額
1
6
9
，0
0
0
円

　
平
井
自
治
会
で
は
、「
連
柿
の
郷
」と
し
て

郷
土
を
見
直
す
と
と
も
に
、
特
産
で
あ
る
伊

自
良
大
実
柿
を
連
ね
た
連
柿
の
振
興
を
図

る
た
め
、
11
月
26
日
、
平
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
周
辺
で「
連
柿
の
郷
ふ
れ
あ
い
秋

ま
つ
り
2
0
1
7
」を
行
い
ま
し
た
。
ま
つ

り
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
柿
み

こ
し
の
巡
回
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
で

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
で
地

域
の
情
報
を
発

信
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
地
域

の
絆
を
深
め
、

活
気
あ
る
地
域

づ
く
り
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
住
み
や
す
い
旭
ヶ
丘
を
目
指
す
事
業
」　

旭
ヶ
丘
自
治
会（
2
回
目
）

補
助
額
1
1
9
，0
0
0
円

　
旭
ヶ
丘
自
治
会
は
、
周
囲
を
山
に
囲
ま

れ
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
反

面
、
荒
廃
し
た
里
山
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
自
治
会
周
囲
の
土
地
所
有

者
を
把
握
し
、
山
林
所
有
者
と
協
働
し
て

里
山
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
周
辺
の
山

林
や
竹
林
を
整
備
し
た
こ
と
で
、
日
が
差

し
込
む
よ
う
に
な
り
、
地
域
が
明
る
く
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、

地
域
の
課
題

に
自
分
た
ち

で
取
り
組
む

こ
と
で
、
自

治
会
内
の
連

携
、
協
力
を

密
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

「
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

T
E
A
M-

1
9
9
9

補
助
額
1
0
1
，0
0
0
円

　
T
E
A
M-

1
9
9
9
は
、
旧
美
山
南

中
学
校
を
1
9
9
9
年
に
卒
業
し
た
同

級
生
の
集
ま
り
で
、
毎
月
第
1
日
曜
日
の

早
朝
に
美
山
地
域
を
中
心
に
地
域
環
境
の

美
化
と
維
持
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
西
武
芸
地
区
、富
永
地
区
、乾
地
区
、

北
武
芸
地
区
を
、
徒
歩
で
道
路
沿
い
の
ご

み
を
拾
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
い

た
り
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
地
域
を
自
ら
清
掃
す
る
こ
と
や
、
そ

の
姿
を
地
域
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
自
然
豊
か
な
地
域
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
若
い
人
た
ち
が
活

動
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
気
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

「
燈
す（
と
も
す
）」

長
竹
会

補
助
額
４
７
，0
0
0
円

　
長
竹
会
は
、
長
滝
地
区
の
山
林
と
竹
林

を
守
り
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
7
月
15
日
に
は
長
滝
地
区

の
甘
南
美
寺
で
竹た

け
と
う
ろ
う

燈
籠
を
作
成
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、7
月
22
日
に
は
、

作
成
し
た
竹
燈
籠
に
明
か
り
を
つ
け
る
イ

ベ
ン
ト「
燈
す
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
が

暮
れ
真
っ
暗
に
な
っ
た
境
内
を
、
お
よ
そ

1
，5
0
0
基
の
竹
燈
籠
が
ほ
の
か
に
照

ら
し
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
来
場

者
は
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し

た
。
地
域
の
若
い
世
代
と
自
治
会
が
協
働

で
活
動
し
、
人
を
呼
び
込
む
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

山
県
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
活
用
実
績

「
協
働
し
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

こ
の
補
助
金
は「
山
県
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」の
理
念
で
あ
る
、
協
働
し
て
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
る
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
平
成
29
年
度
は
、
8
団
体
が
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
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「
里
山
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

里
山
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

補
助
額
1
5
2
，0
0
0
円

　
里
山
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
季

節
に
あ
っ
た
里
山
な
ら
で
は
の
体
験
イ
ベ

ン
ト
を
毎
月
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
段
階
か
ら
関
わ
り
、地
域
の
自
然
や
、

人
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
1
年
間
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
毎
月
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
て

募
り
ま
す
が
、
毎
回
親
子
で
参
加
す
る
人

も
多
く
、
保
護
者
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
楽
し
み
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
地
域
の
自
然
体

験
を
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

心
が
育
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
集
ま
る
こ

と
で
、
に
ぎ
わ
い
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
高
富
小
学
校
区  

世
代
を
越
え
て
楽
し
む
会
」

世
代
を
越
え
て
楽
し
む
会
実
行
委
員
会

補
助
金
1
6
9
，0
0
0
円

　
世
代
を
越
え
て
楽
し
む
会
は
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
の
交
流
を
ね
が
い
、
高
富

小
学
校
区
の「
多
世
代
交
流
の
場
」を
継
続

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
15
日
、
高
富
小
学
校
体
育
館
で
世

代
を
越
え
て
楽
し
む
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
に
あ
る
各

種
団
体
が
連
携
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
か
ら
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
一
緒
に
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
も
9
回

目
と
な
り
、
世
代
を
越
え
て
交
流
す
る
場

が
地
域
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

「
三
自
治
会
盆
踊
り
」

三
自
治
会
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

補
助
額
８
９
，0
0
0
円

　
南
・
旭
ヶ
丘
・
蛍
ヶ
丘
の
３
自
治
会
は

合
同
で
盆
踊
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
治
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自
治
会
の
枠

を
越
え
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構

築
を
め
ざ
し
、
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り

の
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
8
月
19
日
、
会
場
で
は
各

自
治
会
が
結
成
し
た
踊
り
隊
を
中
心
に
、

地
域
の
人
た
ち
が
盆
踊
り
大
会
に
参
加
。

大
勢
で
輪
に
な
っ
て
盆
踊
り
を
楽
し
み
、

参
加
者
は
自
治
会
を
越
え
て
交
流
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
地
域
間
の

絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

「Life is sw
eet !  

伊
自
良
」

（
一
社
）若
者
サ
ポ
ー
ト
n
a
n
a
i
r
o

補
助
額
６
７
，0
0
0
円

　
（
一
社
）若
者
サ
ポ
ー
ト
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｉ
ｒ
ｏ

は
、「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、個
々

の
有
す
る
能
力
又
は
適
性
に
応
じ
、
地
域

社
会
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
」を
目

的
と
し
た
法
人
で
す
。
7
月
14
日
、
同
法

人
が
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
青
空
」

で
、「
生
き
る
楽
し
み
を
伊
自
良
か
ら
発

信
」と
題
し
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ガ
ー
ナ
で
子
ど
も
た
ち
の
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
国
分
敏
子
さ
ん
が
講

演
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
周
辺
の
地
域
住

民
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
会
を
実

施
し
た
こ
と
で
、
近
隣
の
地
域
住
民
に
法

人
活
動
を
紹
介
し
、
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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